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越谷病院救命センターにお
ける自殺企図者への対応
1）獨協医大越谷病院  救急医療科，
2）こころの診療科
3）独立行政法人国立病院機構  花巻病院  精神科
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【目的】三次救命センターは，何らかの精神科
疾患を持った自殺企図者の搬送例は高率に認
められる．また，一般的に自殺企図者の再企図
率は高いと言われている．そのため，こころの
診療科（＝精神科）と協力し，再企図予防のた
めの具体的な予防対策を考え，実行した．
【方法】2012 年 5 月から 2015 年 9 月に当セン
ターに搬送された自殺企図者全例に対し，ここ
ろの診療科が全例介入を行った．処方されてい
た内服調整，睡眠日誌を用いた昼夜リズムのチ
ェック，週に 1〜3 回のこまめな往診，退院後の
方針の話し合いを行った．社会的問題に対して
はソーシャルワーカーの介入を行った．当院精
神科に通う方は毎週通院を指示し，できるだけ
家族の協力を仰ぎ，外出・運動・睡眠時間など
をチェックし，生活リズムを整えた．その後自
殺未遂の原因を一緒に考え，必要に応じて臨床
心理士の介入をした．
【結果】精神科依頼患者 202 名のうち，自殺未
遂患者数は 148 名であった．男女比はほぼ同数
であり，年齢は 14〜87 歳．未遂方法の内訳は，
急性薬物中毒が 83 名と最も多く，次いで，飛び
降り自殺未遂 30 名，胸部・腹部・頸部刺創 29
名，その他，と続いた．精神科疾患の内訳は，
ICD-10 における F2，F3，F4 圏が多く 70％を占
めた．全症例精神科介入期間，再企図で当セン
ターに搬送された症例は 1 名のみであった．
【考察・結論】自殺者のほとんどは医療機関に
は現れないが，三次救命センターでは，搬送者
の 10％以上が自殺未遂者であり，ここでの未遂
者との出逢いは自殺未遂を防ぐまたとない機
会である．今まで行えていなかった，地域での
介入が必要であると考え，地域での勉強会など
を行うことを始めた．自殺未遂者患者全例に対
して精神科介入をすることによって，再企図率
が減った．
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【目的】我が国は高齢社会を迎え高齢者が元気
でいられる社会の実現のために市町村の介護
予防事業が盛んになっている．本研究は，平成
23 年度〜25 年度の 3 年間に U 市における健康
教室に参加した高齢者のデータを解析し参加
前後の主観的健康感の改善に影響する因子を
検討することを目的とした．
【方法】対象は，U 市の介護予防事業である
「げんき応援教室」に全 10 回中全てに参加でき
た 289 人（男性 64 人，女性 225 人，平均年齢
75.9±5.6 歳）と「元気アップ教室」に全 6 回中
全てに参加できた 251 人（男性 67 人，女性 184
人，平均年齢 75.6±5.3 歳）である．U 市より 3
年間の既存のデータを匿名でかつ連結不可能
のエクセルの表で受け取り，IBM SPSSS Statis-
tics 21 で統計学的に解析した．
【結果】健康教室参加前後を比較した結果，主
観的健康感が大変良い・良いと回答したものの
割合は参加後に増加した．そこで主観的健康感
改善群（155 名）と非改善群（385 名）を属性と
参加前後の各項目の測定差で比較した．その結
果，改善群は男性が多く，参加後の握力増加が
有意に大きかった．さらに，参加前後の握力を
男性 30 kg，女性 20 kg で群別に比較した結果，
改善群は，健康教室参加後に男性 30 kg 以上，女
性 20 kg 以上の握力があるものが多いという結
果となった．さらにロジスティック回帰分析を使
用し，健康感改善に対する性年齢調整オッズ比
を求めたところ，健康教室参加後の握力が男性
30 kg 以上，女性 20 kg 以上であるものは，男性
30 kg 未満，女性 20 kg 未満を 1 とした場合，1.68
（95％信頼区間：1.12-2.50）のオッズ比となった．
【考察・結論】介護予防事業はこれまでも良い
成果をあげているが，特に握力の改善が主観的
健康感の向上につながることが分かった．今
後，健康教室に握力を向上させる運動を取り入
れることでより効果が上がることが示唆され
た．
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